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＜連続セミナー＞  
気候変動・気候危機に対処するための 
施策・ファイナンス・情報基盤  
～国会 『気候非常事態宣言』決議を受けて～  
第1回：被害を回避するための世界の温室効果ガス削減と日本 
第2回：気候変動の悪影響を防ぐための適応策推進と日本 



ニーズ（多くの若者・途上国等から） 

「気候変動による被害を防いでほしい」 

 →これに応えるためには、次の２点が必要 

◆脆弱層・貧困層も含めた適応策 

 ・2050年以前に生じる被害も適応策によって防止・軽減。 

 ・途上国も含め脆弱層・貧困層の適応策もサポート。  

◆世界のあらゆる温室効果ガスの削減 
 ・排出が今後も増え続ける一方、削減のリソースが乏しい途上国も 

  サポート。 

 ・エネルギー起源CO2以外の温室効果ガスも削減。 


